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健康いきいき職場づくりフォーラム
新型コロナウイルス緊急対応セミナー



健康を確保する要素

医療

・急性疾患
・慢性疾患

公衆衛生

・健康教育
・二次災害の予防

・介護予防

量と質の担保

・食料
・飲料水

環境面

・生活水の確保
・下水，トイレ
・電気などの
インフラ

和田・木根原・石井・平川・滝澤 (2011) 集団を対象にした公衆衛生的対応について知っておきたい5つの
ポイント. 話題・岩室（編）保健・医療従事者が被災者と自分を守るためのポイント集, 2-11, 中外医学社.



メンタルヘルスと心理社会的支援の
介入ピラミッド

新型コロナウイルス流行時のこころのケアVersion 1.5
緊急時のメンタルヘルスと心理社会的サポート（MHPSS）に関する機関間常設委員会（IASC）
リファレンス・グループ



従業員の健康とウェルビーイング：
考え方の枠組み

パンデミックへ
の曝露

働き方/組織/
職場の変化

健康/
ウェルビーイング

個人差要因：緩衝要因，増強要因

（居住地域，業種，職種，性別，年代，家族，社
会経済状況，対処行動…）



職種による感染リスクの差異

https://journals.plos.org/plosone/article/figure?id=10.1371/journal.pone.0232452.t001
Baker et al. (2020) PLoS ONE 15(4): e0232452.



コロナ禍における労働者の心理社会的問題
（感染問題のほかに）

【医療従事者】
• 長時間労働，ストレス，偏見

【医療従事者以外の労働者】
• エッセンシャルワーカーの過重労働
• 企業活動の自粛や縮小による経済的困窮や失業
• 在宅勤務による労働時間の延長
• ワーク・ライフ・バランス：家事，育児，介護…
• コミュニケーション：同僚，顧客
• 在宅勤務の裁量権のない労働者のストレス
• 感染者を看護する労働者の負担

Burdorf et al. (2020). Scand J Work Environ Health. 2020;46(3):229–230
Koh (in press). J Occup Health 
Shimazu et al. (in press). J Occup Health



コロナ禍における心理社会的支援

【短期的視点】
• 心理的：ストレスマネジメント，リラクセーション
• 身体的：睡眠，栄養
• 行動的：身体活動
• 社会的：コミュニケーション

【中長期的視点】
• できることをやる→コントロール感/達成感の維持
• 日常生活でのポジティブな出来事→慢性的ストレスからの休息
• 利他的な行動，向社会的行動→互恵性，社会的支援の入手

Holmes et al. (2020). Lancet Psychiatry. https://doi.org/10.1016/S2215-0366(20)30168-1
Shimazu et al. (in press). J Occup Health

在宅勤務への工夫の例



在宅勤務への工夫の例

在宅勤務が長期化することで、帰属感や安心感を保つことが難しいと感じる従業員も少なくないと
思われる。 また個人により程度の差はあるものの「孤独感」や「仕事のやりにくさ」を感じることは
否めない。在宅勤務を 快適に行うためには、ハード面での整備に加えてソフト面の対策を求めら
れる。

【在宅勤務への工夫】

(1) 業務とプライベートの切り分け

• 業務の開始と終わりを自分に言い聞かせるために、勤務開始時と終了時に上司に連絡する。

• 昼休みは自宅ではなく、軽く散歩など外出の機会に充てる。

• オフィス勤務時と同様に毎朝の身支度や身繕いはきちんと行う。

(2) コミニュケーション方法の検討

• 電話会議や Web 会議ツールを利用し、声や画面を介したコミニュケーションを推奨する。

• メールではなく、あえて電話等でのコミニュケーションを取ることを推奨する。

• 必要に応じてではなく、1 日１回は時間を決めて声や画像を通じた打ち合わせを行う。

(3) 在宅勤務の限界を認める

• 在宅勤務のデメリットではなく、そのメリットを周囲の者と共有すること。

• 在宅勤務に対しては、オフォス勤務時と全く同じレベルのアウトプットを求めない。

• 在宅勤務で効果を上げるための方法をチーム間で常に考え実行する。

日本渡航医学会・日本産業衛生学会「職域のための新型コロナウイルス感染症対策ガイド」第1版
2020.5.11



これからの働き方を考える

ILO駐日事務所, 2017年11月（https://www.ilo.org/tokyo/fow/WCMS_592270/lang--ja/index.htm



https://www.ilo.org/wcmsp5/groups/public/---asia/---ro-bangkok/---ilo-tokyo/documents/publication/wcms_592270.pdf

• 生産性の向上
• 雇用の破壊

• 少子高齢化

• 若年失業者の増加（ア
フリカ，南アジア）

• 女性の労働参加率の
低下（無給労働）

• 移民の増大

• 各国間の経済的不平
等の増大

• 雇用の創出と成長，開発
• 環境の保護，持続可能性

5 感染症対策



人類の発展と働き方の変遷
ウィズ（with）コロナ



改めて，健康でいきいきと働くために

• 同じメンバーが，同じ場所で，同じ時間に働く前提か
らの解放

→誰と，どこで，いつ，どのように働くか？

• 個人，組織，社会の折り合いをどうつけるか？（自
己感，組織風土，文化）

• 「職場」の役割は？

• 人間の持つ3つの欲求をどう充足させるか？
（親和性[社会的距離と心理的距離]，自律性，有能
性）



第28回日本産業ストレス学会
• 日程：2020年12月4日（金）～5日（土）

• 会場：東京ビッグサイト・TFTビル →オンライン開催に変更

• テーマ：働き方改革と産業ストレス：主体的朗働の創生に向けて

• 大会長：島津明人（慶應義塾大学総合政策学部・教授）

大会ウェブサイト https://hp3.jp/jajsr2020/


